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　 明治 6年頃興津清見潟（静岡市清水区）の脇本陣水口屋・一碧楼 12）は時代の変化に応じて宿
泊客の主なる対象を一般庶民に代えて、メインルートと想定した品川宿から伊勢に至る沿道優良











































た」（今井 44，p403）という。明治 26 年改正の「真誠講社」定宿帳の中には三島の「かじや」（今























































































　 同懇親会開催直後の明治 25 年 7 月 16 日に改良組東北部から「東北本線時刻表」25）と添付され































































































女あり電話下谷一三六三」37）、富坂保次郎▲ 16.88 円、△ 87.00 円（日韓上，p332）
 　少し長文であるが、中心人物・富坂保次郎の履歴を引用する。「君は萬延元年九月を以て東京
─ 12 ─












































明治 31 年 11 月 28 日印刷
─ 14 ─










盟大旅館會本部が『旅行独案内』を出していたとみられる。明治 32 年 9 月発行の『旅行獨案内』
13 号の巻頭言には「吾が同盟旅館の機関たる本誌は…爰に大々的改良を施さざるの止むを得ざる
に会せり」（p1）として、『旅行独案内』が日本同盟大旅館会の機関誌たることを明らかにしてい
る。奥付によれば、明治 31 年 2 月 22 日逓信省認可、明治 31 年 3 月 7 日内務省許可され、日本同
［写真－4］　 木村喜太郎編『旅行独案内』第13号、
明治 32 年 9 月
─ 15 ─
明治中期各種旅館連合による旅館案内の系譜と推進者 
盟大旅館会本部の住所は東京市浅草区駒形町 64 番地から東京市麹町区飯田町 5丁目 30 番地に移
転、「編輯兼発行者　木村喜太郎　印刷者宮謙」であった。編者の木村喜太郎は知守庵為谷と号し
た俳人で、三森準一（桂窓準一）と組んで明治 40 年潮花吟社から『明治発句題林』を出している。
　日本同盟大旅館会本部は少なくとも明治 32 年 11 月『旅行独案内』15 号を発行したことが三宅
コレクションから知られる。三宅氏は「誌名は古くささを感じさせるが、明治 31 年 9 月創刊の月
刊『時刻表』である。発行所は全国組織の旅館組合で、名所案内の頁にもさりげなく加盟旅館の
広告が入っている」49）と解説する。それ以降の発行実績は管見の限りでは存在が確認できない。














円、客室数も客間 100 クラスは全国的に見ても堂々たる「大旅館」であって、営業税 5円、所得
税 20 円、客室数 15 程度が中堅クラスといったところであろうか。
　以下、ほぼ全国を網羅し外地台湾島 12 館を含め約 583 館（うち東京 106、三重 25、新潟 23、愛







跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 27 号　2019 年 1 月 25 日
館　名 営業税 所得税 客室数
〇小西別荘　日光 ▲ 228.64 円 △ 237.04 円
〇京都ホテル ▲ 188.10 △ 396.79 客間 100
〇大浦屋　金沢 ▲ 97.75 △ 46.76 客間 25
〇仙台ホテル大泉 ▲ 80.00 △ 132.04
〇対旭館　長野 ▲ 67.62 △ 93.00 客間 98
〇菊水楼　奈良 ▲ 60.22 △ 177.00 客間 35
〇浅田屋 金沢 ▲ 56.21 △ 25.35
〇春帆楼　赤間関 ▲ 49.30 △ 14.00 客間 15
〇雨夜又五郎金沢 ▲ 44.90 △ 32.60 客間 15
〇柊屋 　京都 ▲ 38.59 △ 39.82 客間 50
〇吾嬬館 中之条 ▲ 25.58 △ 11.80
〇萬屋　京都 ▲ 24.90 △ 32.16 客間 15
〇魚佐　奈良 ▲ 23.21 △ 48.00 客間 21
〇竹田猶吉　金沢 ▲ 22.07 △ 21.17
〇俵屋　京都 ▲ 21.87 △ 41.78
〇武蔵野亭　奈良 ▲ 20.00 △ 30.00 客間 26
〇大文字屋　奈良 ▲ 19.50 △ 43.00 客間 35
〇住吉屋旅館金沢 ▲ 18.90 △ 18.33
〇犀北館　長野 ▲ 17.50 △ 31.00
〇山城屋支店 ▲ 16.88 △ 87.00 客間 32
〇松吉　京都 ▲ 15.00 △ 25.88 客間 18
〇高与 盛岡 ▲ 10.47 △ 25.92 客間 29
〇群玉舎 ▲ 9.55 △ 47.00 客間 32
〇鳥居楼七条 ▲ 6.48 △ 23.60
〇平田タミ　京都 ▲ 4.19 △ 20.38
〇樋口館　京都 ▲ 3.20 △ 15.32
〇海老屋支店 ▲－ △ 43.50 客間 10
〇大阪ホテル ▲－ △－ 客間 30
〇三好野花壇岡山 ▲－ △－ 客間 25
〇陸奥ホテル仙台 ▲－ △－
〇花岡　大館 ▲－ △－
〇萬翠楼福住九蔵 客間 50 余
〇吉野屋 山中温泉 客間 46









































明治 24 年版 『マレー日本案内記』所載。
明治 25 年 1 月円山也阿弥楼が正阿弥楼を買入れ拡張 58）
明治 32 年 3 月 25 日円山公園也阿弥楼火災 59）（M32.3.29 東朝）
明治 34 年 6 月京都下京区「明治三十四年円山也阿弥ホテル再築の議起り、私に尽力を依頼…万難
を排して、漸く之を建築し、也阿弥ホテル株式会社と称し、私が社長に当選した」60）。也阿弥ホ
テル（株）設立（諸上，p249）
明治 36 年版 『チェンバレン日本帝国小史』所載。
─ 18 ─
跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 27 号　2019 年 1 月 25 日
明治 39 年 4 月再度焼失。「同ホテルは去る三十二年三月二十五日…祝融の見舞ふ所となり…三十
四年会社組織とし…現今の建築を見るに至りしに慮らずも今回の災厄に遭ひ」（M39.4.20 読売③）
「随分苦労した建築物も惜い哉全部焼失してしまった。従って同社の業務も一頓挫を来した」61）。
明治 45 年 7 月 20 日也阿弥ホテルの後継者に貸下げ新社設置案浮上、他に円山「旧温泉跡…の敷
地貸下げを出願…店の設置を許可」（M45.7.21 日出①）かと観測
大正 3年 7月時点では也阿弥跡は廃墟（T3.7.24 日出⑦「スケッチ円山公園」）
大正 4年 8 月 30 日円山公園地に也阿弥ホテル合名会社設立（帝，p26）「旅館兼料理業、資本金
2.5 万円、代表出資社員西川正雄 11,500 円、出資社員山本米蔵 13,500 円（T4.9.9 日出⑧登記）
大正 5年 9月 16 日（名）也阿弥ホテル「総社員ノ同意ニヨリ」解散（T5.9.20 日出④登記）




























蔵 63）（今御門町）は旅人宿兼料理▲ 23.21 円△ 48.00 円（日韓上，p8）（要録，p42）であった。多
くの案内書に登場する著名旅館で、年代順に挙げれば、明治 9年「奈良　今御門丁　魚屋佐兵




















鮮器物清潔」67）を謳っていた。館主・武蔵屋　梶幸三郎（春日野町）は▲ 20.00 円、△ 30.00 円
（日韓上，p8）であったが、梶幸三郎から梶竹治郎に相続された後、蚊帳卸の勝村直治郎や奈良
新聞社主らが洋式の「奈良ホテルに対立すべき日本旅館…模範的現代旅館を実現せしめ、改良の











△ 25.35 円（日韓下，p25）、現当主が客室 5部屋の老舗料亭旅館「浅田屋」を継承、盛業中であ
る。
②十間町　住吉屋旅館











　雨夜又五郎は▲ 44.90 円、△ 32.60 円（日韓下，p25）、客間 15（要録M44，p33）/あまや「和
風二階建客間十五Ａあまや」（要録M44，p33）
⑤殿町　竹田猶吉





























ば、明治 31 年 11 月 28 日印刷当日に開通の野中軌道は「御殿場…此駅より須走へ二里余鉄道馬車
の往復あり」（p53）と掲載されている。明治 31 年 6 月 8 日開通の阪鶴鉄道宝塚～有馬口は「有
馬口　現時阪鶴鉄道の終点地なり」（p73）。明治 31 年 5 月 6 日開通の名古屋電気鉄道は「名古屋
市…広小路は電気鉄道布設ありて其便も多し」（p57）。明治 31 年 4 月 25 日開通の豊川鉄道一ノ
宮～新城は「新城　新城は豊川線現時の終点地なり」（p56）、明治 31 年 3 月 7 日開通の山陽鉄道
徳山～三田尻は「三田尻停車場は現時山陽線の終点地にして三田尻馬関間は線路工事中なり」
（p80）。明治 31 年 2 月 5 日長田町～上金石町 3哩 1鎖開通の金石馬車鉄道は「金沢市…特に金石
鉄道馬車ありて金石港海水浴場に交通に便なり」（p40）、「上金石港…金沢市へ二里鉄道馬車の設




九州鉄道現時の終点地」（p84）は明治 29 年 11 月 21 日松橋～八代が開通している。また明治 26











































































3）今井金吾『道中記集成』別巻 3、大空社、平成 10 年を単に今井別 3，p221 と略したように、本稿で
は基本文献、頻出資料・新聞等について以下のような略号を用いた。
略史…『日本ホテル略史』鉄道省観光課、昭和 22 年、大島…大島延次郎『日本交通史概論』吉川弘文
館、昭和 39 年、界隈…青木助三郎『駅前界隈八十年』文芸東北新社、昭和 54 年、今井 44…今井金吾
『道中記集成』第 44 巻、大空社、平成 9年、今井…今井金吾『江戸の旅風俗』大空社、平成 9年、一新
M21…『明治二十一年改正　一新構社』相州箱根湯元福住九蔵、一新M29…『明治二十九年改正　一新
講社』江戸屋長蔵改良組東北部M25…鈴木誠三郎『東北本線の時刻表及料金表』大日本旅館改良組東
北部、明治 25 年 7 月、改良M29…『明治二十九年撰定　大日本旅館改良組』、線路…桜井純一（日鉄
─ 25 ─
明治中期各種旅館連合による旅館案内の系譜と推進者 
社員）編『日本鉄道線路案内記』博文館、明治 35 年、一新 T5…『大正五年改正　一新講社』、旅館案
内…河野銕洲編輯『旅行便覧全國旅館案内』全國旅館案内編纂事務所、大正 5年、旅館名簿…全国同盟
旅館協会編『全国旅館名簿』神田屋商店出版部、大正 15 年、旅館名鑑…昭和 5年版『全国都市名勝温
泉旅館名鑑』日本遊覧旅行社、昭和 5年 8月、商…『日本全国商工人名録』明治 31 年、日韓上…『日




5 ）先人の苦難の旅とは程遠い気楽なものながら、筆者自身の 50 年前の鉄道旅・船旅の感想は本誌 23～















8）山本光正「旅行案内書の成立と展開」『国立歴史民俗博物館研究報告』第 155 集、2010 年 3 月，p109。







11）拙稿「私鉄『沿線案内』変遷史（1）（2）」『鉄道ジャーナル』198 号，p131～135, 199 号，p128～131,
昭和 58 年 8～9 月。
12）東海道の宿場「興津清見潟　一碧楼水口屋　電話六番　特長二三番」東海道興津宿「興津　泊　風景
─ 26 ─
跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 27 号　2019 年 1 月 25 日
ヨシ　水口屋半十郎」（『諸国道中袖鑑』明治 9年）「おきつ　田子の浦三保の松原富士山見えます　清
見寺　水口屋半十郎　府中や与四郎」（『一新講社道中記』功力孝、明治 13 年 2 月）
13）本多留平編『一新講社諸国道中袖鑑』東生亀治郎、1876 年。
本田屋留平（袋井）、『諸国道中袖鑑』明治 9年、奥付、「袋井　中ほど　本田や留平」『一新講社道中





















21）瀬川光行『日本之名勝』史伝編纂所、明治 33 年，98 コマ（頁付なし）。
22）「『群玉舎』はお上りさん専門の下谷の大旅館。よく『群玉舎』と太文字でしたためた番傘さして、宿
屋のどてら着た 赤毛布たちが上野駅付近をうろうろしてゐた」（正岡容『東京恋慕帖』好江書房、昭和
23 年，平成 16 年復刻版，p53）。
23）大宮司雅之輔は拙稿「日本三景・松島の観光振興と旅館経営者─大宮司雅之輔による観光鉄道への関
与を中心として」『跡見学園女子大学マネジメント学部紀要』第 9号、平成 22 年 3 月参照。
24）34）大泉は拙稿「松島回遊列車旅行を主催した“観光デザイナー”─和風旅館・洋式ホテル・駅構内
食堂・列車食堂等の総合経営者・大泉梅次郎を中心に─」　単著　『跡見学園女子大学マネジメント学
部紀要』第 16 号、平成 25 年 7 月参照。






28）明治 32 年 7 月「東京各旅人宿改良大懇親会　明五日上野梅川楼に開く」（32.7.4 読売②）など。
29）『風俗画報』明治 41 年 1 月号第 378 巻，p20。
30）31）桜井純一『日本鉄道線路案内記』博文館、案内記』明治 35 年，p28。
32）37）『現代人名辭典』ト之部，p24。「上野停車場前…旅人宿山城屋支店は三階の大建物」（M28.11.28 
読売③）であったが明治 28 年 11 月下谷の失火で井筒屋、小松屋、岡野等と類焼した。明治 35 年 9
月「日本橋区馬喰町二丁目　山城屋彌市本店は今回新築落成と共に器具其他一切新規調製仕候　料
理最新鮮」　火災後の明治 41 年 9 月「増築落成 （41.9.14 読売③広告）
33）35）38）武籐頼母『現代人物史』中外新聞社、明治 45 年，p272。
36）富坂保次郎の実父の山城屋遠藤弥市は『新古文林』1（8）、近事画報社、明治 38 年 11 月参照。
39）櫛田民蔵が東京外語在学中の明治 40 年 1 月作成した『宿所姓名録』（『櫛田民蔵・日記と書簡』社会
主義協会出版局、昭和 59 年，p100 所収）に櫛田の「漢学の師」「金沢市茶木町七十五　赤井直好」の
在京住所を記載。




社、昭和 13 年 11 月，p45）、明治 41 年 1 月生れの孫・直恭（直好の長男）は朝日新聞記者（『人事興信







42）梅本塵山「川柳作者と狂歌作者」『武蔵野』21 巻 10 号、昭和 9年 10 月 15 日、「明治の投書家」『本








跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 27 号　2019 年 1 月 25 日
（13 号，後附 p4）で日本同盟大旅館会に経営者の藤屋（藤井）平五郎が加盟し、対旭館に送付されたも
のであろう。
46）『旅行独案内』の場合も「定価 8銭だが、同盟旅館が購入の場合は、100 部以上 1冊 6銭に割引した」
（松尾定行・三宅俊彦『時刻表百年史』新潮文庫、昭和 61 年，p21）由。
47）「宮島　岩惣旅館　紅葉谷　長電 3, 25, 26 番／安政元年（1854）」「宮嶋紅葉谷　岩惣」




トと観光カリスマ・森永規六の尽力ー」『跡見学園女子大学マネジメント学部紀要』8号、平成 21 年 9
月、松島観月楼・松島ホテル（大宮司雅之輔）…「日本三景・松島の観光振興と旅館経営者─大宮司雅
之輔による観光鉄道への関与を中心として」『跡見学園女子大学マネジメント学部紀要』第 9号、平成
22 年 3 月、城崎温泉西村屋（西村佐兵衛）…「企業の観光デザインと地域デザインとの緊張・相剋─
城崎の温泉慣行を侵蝕し敗れた城崎温泉土地建物の事例─」『跡見学園女子大学マネジメント学部紀




株式会社の発起を中心に─」『跡見学園女子大学マネジメント学部紀要』第 11 号、平成 22 年 3 月、「京
都人の温泉への憧憬を鼓舞した京都鉱泉の虚構と地域社会の落胆─新たな観光コミュニティ理論構築
への試論─」『跡見学園女子大学マネジメント学部紀要』第 19 号、平成 26 年 3 月、福住旅館（福住九
蔵）…前掲「箱根の遊園地・観光鉄道創設を誘発した観光特化型“不動産ファンド”」、黒田原温泉…
「温泉会社の源泉リスクと観光資本家─遠距離引湯の廃絶例を中心に─」『彦根論叢』第 386 号、平成







56）野崎左文『漫遊案内』明治 30 年 7 月，p199。
57）『日本ホテル略史』運輸省、昭和 22 年，p16。

















式会社の発起を中心に─」『跡見学園女子大学マネジメント学部紀要』第 11 号、平成 22 年 3 月参照。




80）大泉は東北本線が仙台まで開通した明治 20  年積極的に鉄道へ接近して駅前に進出、約千坪の土地を
確保し、23 年切妻造二階建の大泉支店を開業した。（協会，p56）
81）三宅コレクション、松尾定行・三宅俊彦『時刻表百年史』新潮文庫、昭和 61 年，p21 所収。
82）別稿を『FDジャーナル』に予定している。

